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2 -6 乙，-tÇ'l.と、

一
月
十
五
日
、
成
人
の
日
に
町

民
会
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
の
対
象
者
は
三
百
三
十
四

人
(
男
百
五
十
九
人
・
女
百
七
十
五

人
)
で
こ
の
日
は
百
九
十
四
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

重
信
中
学
校

吹
奏
学
部
の
み
な
さ
ん
が
、
激
励

と
祝
描
の
心
を
こ
め
て
「
小
組
曲

j

イ
ン
ト
ラ

l

ダ
」
を
演
奏
し
ま

し
た
。

h-白E温圃圃晶晶盆占宵ι立。，_，~コ世iム;-~

式
典
で
は

、

ま
ず
和
田
町
長
が

「
皆
さ
ん
方
は
、

何
も
の
に
も
か

え
が
た
い
若
さ
と
情
熱
が
あ
り
ま

す
。

未
来
は
前
途
洋
々
で
あ
り
ま

す
。

ど
う
か

、

そ
の
新
鮮
な
英
知

と
た
く
ま
し
い
体
力
、
あ
ふ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
自
ら
の
道

を
切
り
開
く
と
と
も
に
、
よ
り
よ

い
町
づ
く
り
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
ご
活
躍
下
さ
い
」

と
祝
辞
。

こ
の
後

、

記
念
品
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
、
最
後
に
新
成
人
を
代

表
し
て
中
野
洋
一
さ
ん
が
「
こ
れ

か
ら
ま
だ
ま
だ
人
生
を
生
き
て
い

く
上
で
学
び
吸
収
し
て
い
く
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ

の
た
め
に
は
努
力
を
重
ね
少
し
で

も
立
派
な
人
間
に
な
り

、

世
間
か

ら
信
頼
さ
れ

、

皆
棟
方
の
期
待
に

そ
え
る
よ
う
向
上
心
を
持
っ
て
生

き
て
い
き
ま
す

。

」
と
力
強
く
決
意

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
祭
典
に
移
り

、

松
下
昌

一
郎
さ
ん
と
八
木
奈
美
子
さ
ん
が

意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た

。

そ
の

後
、
重
信
中
学
校
外
国
語
指

導
助

手
ピ
!
タ
l

・
サ
ー
シ
l

先
生
に

よ
る
「
ア
メ
リ
カ
の
青
年
と
日
本

の
青
年
」
と
題
し
た
記
念
講
演
、

最
後
に
記
念
写
真
撮
影
と
恩
師
を

囲
ん
で
の
懇
談
会
が
あ
り
、
会
場

は
終
始
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た

。

V記念撮影の前にちょっとリラックスV謝辞を述べられた
中野洋ーさん

Vハイ、ポーズ

「
重
信
町
は
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
う
」
祁
・

9
%

「
重
信
町
が
好
き
で
す
」
ね
・4
%

今回初めて 、 成人式を迎えた方を対象に

アンケー卜 鴎査を実施 し ました。

式典に出席された方に配付する方法で、
男性66人、 女性77入、計 1 43人の方に回答し

ていただきました。 (回答率73. 7%)
こ の内、虫学生は84人 (58.7%) 、 社会人は44

人 (30 . 8% ) 、 その他は 15人(10.5%) の劃合と
なっ ています。

Q2の質問では、 重傷町に{主みたいという

気持ちを持っている方は、言十 112人‘ 全体の
8割近 くを占めてい ます。

2% 

… … … … … … 11・，t~11… … 一… 一

Q2. 将来、軍情町に住みたいと思いますか?

町内在住者(男49人

男 |
計叩6人)

46.9% 

人守，
，

「
円d女

l
i
l
l

40.8% 

01. 現在、E信町に住んでいますか?

50.9% 

仁ヨ はい、できれば
このままずっと

EE Mたくない、または
住まないと思う

女

lま L 、

74% 

:::::::~~tうえ:::::::1
..::::::::26%:;:;:::i 

計3幻7人)

| : ::::2å務綴綬1努遂努捺滋針妥表誇訟訟鰯:. .1 :.1 :::1 :j j 
ir泌-­

仁ゴ 皇鉱急鈴与t刀芯i認ぷ3毛;法1忠L 、

女20人

58.8% 

55% 

町外在住者(男 17人

男回
女日
仁コ い吋ずれ川は住帥み制此fた廿こユ山Lい、

匡ヨ 住み以ない、i訓北訓ま討此訓Tた削こゴl
往まなL 、叱と 思思、う
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1 3 白石 ιーすれミ;

二
十
議
と
い
う
年
齢
は
一
つ
の

節
目
・

大
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
り
、
そ

し
て
社
会
の
一
員
と

し
て
認
め
ら
れ

た
、
」
と
に
な
り
ま

す
。

今
ま
で
の
自
分
と

は
違
う
責

任
感
の
あ
る
自
分
に
変
わ
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん

。

今
ま
で
の
自
分
を
振

り
返
っ
て

み
る
と
、
周
囲
の
環

境
に
流
さ
れ

て
ば
か
り
で
自
分
の
意
見
を
は

っ

き
り
と

言
え
な
か

っ
た
よ
う
な

気

が
し
ま
す
。

つ
ま
り
自
分
を
見
失

っ
て
い
た
の

か
も
し

れ
ま
せ
ん

。

自
分
な
り
の
考
え

を
持
つ
と
い

う

こ

と
は
決
し
て

簡
単
な
、
」
と
で

は
な
い
と

思
い
ま
す

。

そ
の
た
め

に
は
何
事
に
も
積
極
的
に
チ

ャ

レ

ン
ジ
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
そ
の
中
か
ら
ど
ん

ど
ん

般
収
す
れ
ば
必
ず
自
分
な
り

の
答

、
え
が
で
る
と
思
い
ま
す

。

時

に
は
失

敗
も
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
失
敗
を
恐
れ
て
は
何
も
得

る

こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

。

む
し
ろ

失
敗
の
多
い
ほ
う
が
自
分
に
と

っ

て
、
結
果
的
に
は
プ
ラ
ス
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組

む
姿
勢
が
大
切
で
、
今
日

の
よ

う

な
植
雑
化
し

た
社
会
の
中
で
は
あ

ら
ゆ
る
立
場
に
た

っ

て
物
事
を
考

え
ら
れ
る
柔
軟
な
思
考
力
が
要
求

さ
れ
て
い
ま
す

。

今
日
を
期
に
も
う

一
度
自
分
を

再
確
認
し
、
自
分
ら
し
さ

の
あ
る

魅
力
的
な
大
人
に
な
れ
る
よ

う
、

残
り
の
学
生
生
活
を
充
実
し
て
送

り
た
い
と
思
い
ま
す

。

八木奈美子

私
が
今
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

人
と

の
出
会
い
、
そ
し
て
知
識
と

経
験
で
す

。

大
学
に
入
る
と
、
今
ま
で
自

分

の
知
ら
な

か
っ
た
世
界
の
人
達
と

出
会
い
、
彼
ら
と
話
す
う
ち
に
、

私
は
自
分
の
甘
い
考
え
に
気
付
か

さ
れ

、

ご
く

自
然
に
自
分
の
殻
を

破
っ

て
い
ま
し
た

。

そ
れ
ま
で

の

私
は

、

表
面
的
な
知
識
を
蓄
積
し

、

そ
れ
だ
け
で
全
て
を
理
解
で
き
た

も
の
と
満
足
し
て
い
ま
し
た

。

少

な
く
と
も
大

学
に
入
る
ま
で
の
私

に
と

っ

て
、
勉
強
は

受
験
の
た
め

の
も
の
で
、
知
識
ば
か
り

カ
先
行

.

し
、
肝
心
の
「

自
分
」
は
、
い
つ
も

そ
れ
ら
と
は
隔
絶
さ
れ
た

、

別
の

…

世
界
に
安
住
し
て
い
た
よ
う
に
思

…

い
ま
す
。

し

か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
世

界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
機
会
を
得

.

て
、
自
分
が
も

っ

て
い
た
知
識
を

…

体
験
に
よ
っ

て
理
解
す
る
こ
と
が

…

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
向
上
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
自
分
の
五

感
を
活

…

用
さ
せ
て
、
体
験
す
べ
き
だ
と
い

.

う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た

。

経
験

あ
つ

て
の
知
識
で
あ
り
、
そ
の

梢

…

み
重
ね
が
、
成
長
す
る
こ

と
に
つ

…

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ

う
か

。

日

こ
う
い

っ

た
こ
と
が
分
か
っ

て

…

き
て
、
や

っ

と
自
分
の
為
す

べ
き

…

こ
と
、
本
当

に
や
り
た
い
こ

と

が

.

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
き
て
、

…

学
ぶ
指
針
も
立
ち
ま
し
た

。

ま

た
、

…

私
は
今
ま
で
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

・

す
る
こ
と
が
苦
手
で
し
た

。

自
分

日

が
傷
つ
い
た
り
、
理
想
を
壊
さ
れ
る

…

と
い
う

恐
怖
感
が
あ
っ
た
か
ら

で

…

す
。

で
も

、
そ
う

い
う
苦

い
経
験
や

.

失
敗
こ
そ
が
、
人

生
に
お
け
る
大

日

切
な
紐
と
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す

。

…

抱
い
て
い
る
理
想
に
自
分
が
伴

…

わ
ず
、
自
己
嫌
悪
に
陥
っ

た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
完
墜
を
求
め
る
の

.

で
な
く

、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
直

…

祝
し
て

、

時
間
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り

…

成
長
し
て
い
き
た
い
と
忠
い
ま
す

。

(;t い

73.4% 
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お
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旧
人

選
挙

-J

i

-
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:
:
・
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・
・

7

人

他
に
、
献
血
、
自
立
、
振
袖
、

免
許
取
得
、
国
民
年
金
な
ど
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た

。

/ 
『ー一一一一ー/

Q5. 賃借町のいいところは'?<纏敏回答)

レ
ジ
ャ
ー
施
政
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

人
一

で
き
る
と
こ
ろ
が
多
い

Z
F
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…
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w泌
総
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…
…
…
…

1

:
:
 

仙一
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川
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殺

…
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一

0
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・
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信
と
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え
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重
信
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:
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・
;
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・
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行
人

田
舎

・
:
:
-

J
E
-
-
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-

:

げ
人
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:
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・
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人

自
然
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i

r
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:
:
:
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人

緑
・

・
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:
:
・
:

5

人

田
ん
ぼ
j
i
-
-
-
:
:
:

4

人

家
;
:
:
:
;
:
:
;

:
:
:
:

3

人

菊
:
:
:
j

i
-
-

・
:
j
i
-
-

:
:
3

人

他
に
、
故
郷
、
重
中
、
仲
間
、

血
ヶ
嶺
、
地
元
、
な
つ
か
し
い

、

ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
、
温
か
、
な
に

も
な
い
所
な
ど
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た

。
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; 「夢創造、生きがい発見重信町j :
;;;; :÷:重信町は今年満40歳です~ :;

M掴圃圃圃幽圃・圃圃幽圃岨圃園田圃圃・幽担当副幽'Ji~:....

...合併当初の町役場(旧南吉井村役場・牛測)

‘昭和35年当時の横河原駅前

昭
和
三
十
一
年
九
月
一

目
、
北
吉
井
村
、
南
吉
井
村
、

拝
志
村
が
合
併
し
重
信
町
が

誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
四

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

町
で
は
四
十
周
年
を
祝
う

た
め
、
「
町
制
四
十
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
」
を
定
期

的
に
開
催
し
、
記
念
式
典
を

は
じ
め
、
横
々
な
事
業
を
計

画
中
で
す
が
、
事
業
開
催
に

さ
き
が
け
、
ま
ず
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
夢
創
造
、
生
き
が
い
発
見

重
信
町
」
、
若
い
方
か
ら
ご
年

輩
の
方
ま
で
、
町
民
み
ん
な

が
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ

て
、
飛
躍
し
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
で
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
は
節
目
の
年

と
し
て
町
民
の
皆
棟
と
共
に

お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
等

良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、

役
場
総
務
課
ま
で
ど
し
ど
し

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

一内
川内
一
一円一門
ゐ
??
中
斗
、

?
?
?
ゆ
や
咋
?
ぷゆ

携
組
輯
扇
極
構
齢
関
樹
臨
時
世
習

や
一
川

場
勝
記
顎
智
総
選
蝿
歯
覇
舷
均一

中
順

調
麗
閣
議
臨
置
関

…記

し
行
ン
お
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や

閣

議
臨
賜
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闘
掴
萄
酒癖齢

と
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パ
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圏
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国
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岨
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の
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時
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国
園
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園
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車
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一
景

町
考
↓

和
創

慰
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蘭
醐
櫨
麗
隈
回臨
場
内
討

の
風
信

と

た

引

銀
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調
帯二
韻
総

業
の
重
い
中

咋
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C

議
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整
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J
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、
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ち

山
〈
叩

J

お
返

サ

愛

品
。

ハ

ザ

γJ

ト

て

お
け

申
立
­

F

1
1
MJ

い

y

y

o丸
山

ゐT
U

4
L
L

ノ

レ

r
J

O
担

ヮ

“

d
F

削

r
v

フ

ド
川
胤

宇
れ

や

鮒
十
物

も

い/

mJ

松

川
小
中
川

中γ
で

処
げ
探
ぉ

叩

ν

一イ

司
、

ー

品
。J，

て

ー
は

ん

グ

長

持

。

町

一

や
ま

ι
)
制
限

ぺ
丸

山
山
川

州

.

宇
田

中
川
以

等
仁
川
以
ア
止

ま

U

o
へ

γ

先

制

中
ワ

ム
中川

い
同
ゆ
風
い
リ
足
す
館
レ

M
m
+

一

叩
3

容
れ
A品
川…
b
wル格
仙
一
町山
口
除
け

ゆ
口諜
咋
市

仲

間
内

の

谷

の
)
の

他

規
限

掲

作
だ

町

ハ

れ
務

斗
J

品
。
期
の

内

渓

内

附一J
内

の

の

制

の
な

た
、

他

は

内
山総

キ

ト

集
真

町
占

町

ル

川

そ

真

に

ロ
岡
秀
い
た

の

品

。
日
州
場

L
V注

目

募
写

川
山
山

川
写

特

作

優
て
ま

そ

作

す

れ
配役

一
{

骨
舟

1
T

，
，
、

や
し

1
1
ι
1

募

や
し

L
T
迭
す

J
f
e骨・
ー
や
や
、
十9・
?
:
や
L
今
、
中:
で
や
:
申
1
#
:や
ふ
ふ

-ナ
申
;
十
・
ゃ
・
今
やvや
匂

霊
園



5 . 500人を超える犠牲者と甚大な被害をもたらし疋
「阪神 ・淡路大震災」の発生から1 年余り。大震災から学
んだ教訓を生かすため、現在、耐震性貯水槽や防災資
機材の設置など、さまざまな防災対策ガ各地域で進め
られています。しかし、これと併せて重要なのは、やはり
わ定しだち一人一人の地震に対するl山がまえです。
大震災に限らず昨年は各地で地震ガ頻発し、、地震

列島グ日本をあらだめて印象づけられました。いつ、どこで
起きても不思議ではない地震に備え、その対処法と日
ごろからの備えについて、もう一度確認してみましょう。

危隙なところから遠ざかる
狭い路地の塀 ぎわなど位、瓦が落ち て き た

り 、 ブ ロ ッ ク塀がJùl れてきたりす るので、素

早くその場から jji ざかります。 ま た、 浜辺に

いて強い地誌を感 じたとき、あるいは弱くて

も:長い間揺れを感 じたときは、 津波の危険性

があるので、 急いで点台などに避難します。

がけ崩れの起こり やすい山のさわや川べりに

も Lf.lJ: しましょう 。

ま
す
、

避難は必す徒歩で
避難するときは必ず徒歩でしましょう 。 服

装は前車JJ しやすいもので、 また 、 荷物は最低

限必要なものにとどめ、なるべく 背負う よ う

こします。 1[し い '附判を 入手する ため市IUT村

役場、 消防署、野察特やテ レ ビ 、 ラジオか ら

の情報には絶えず注意します。 負傷者がい る

場合、軽いけがの処世は、皆でレ協力して j応急、

予 ;'í てをしましょう 。

身
の
安
全
を
守
る

慌てて外に飛び出さない
大きな揺れを感 じたら 、 まずテーブルなど

の下に身を隠しましょう 。 座布団などが身近

にあれば、頭部を保護してくださし、。 慌てて

外に飛び出すと、看板や窓カ'ラスの破片など

の治下物で、 忠わぬ大けがをすることがあり

す。 採れはほとんどの場合、]分以内で収斗

りますので、 その 1111 ジッとしていることがk

切です。 揺れが収まり、家肢の安全が雌認さ

れたら、主主件 く ぶ !剥や窓を I Jf.J けて非常脱出 11

を 陥保 しまし ょ う 。

また、日の目Îîでガス器共やス ト ーブなどを

使用 している場合は、ぷ#く 火 を ì ~í します。

ìl'j 火のために別室に行かなければならない場

合は 、 揺れが収ま っ てからにします。 万一 n'J

火 したときは、消火器や三11J ノ〈ケツなど消火

m共を使い、火の小 さ い うちに il'j し止めるよ

う に。 隣近所も雌認し、みんなで協力して f})

JU I消 火 に努めまし ょ う 。

家の内外を点検しよう
ブロ ッ ク塀などの倒壊の原閃は、 基準どお

りの鉄筋が入 っ ていなかっ た り 、 転倒防止の

控控がなかっ た り など施工上の欠陥によるも

のが多いので、点検 しましょう 。 家の柱など

在中リ化 して いる ものはtl lì強 し ま す。 3誌のなか

では 、 テ レ ビやタ ン スなど家財道具を固定し 、

ガラス戸が別れて飛び散らないよ うに飛散防

lト. フ ィ ルムなどを張 り ます。

入居者募集/雇用促進住宅

防災訓練に参加しよう
地域で行われ

る 防災訓練に、

隣近所誘い合っ

て初極的に参加

し、日 ごろか ら

防災に |刻する行

動力を身につけ

ておきましょう 。

H

い
ざ
u
と
い
う
と
き
の
た
め
巴

家族で防災会議を開こう
大i兵災が起こ っ たときに備え、ふだんか'

家肱で次の こ とを訴し作っ ておきまし ょ う 。

①家の '1 1 でどこが一番安全か ②幼児やお年

寄りの避難はだれが武任をもつか ③M~I~場

所、 避雌路はど こ か ④遊間tするときだれカ

iur を持ちmすか ⑤~I: '，: ;r;持ち 1'1 '1 し袋はどこに

間くか ⑥家政 1 1.\1 の j主総方法と 11~終的に落ち

合う 場F庁はど こ にするか

消火用具はすぐ使えるところに
消火 flJ具は使いやすいところに間きます。

消火m*として常にi谷間iには水をは っ ておく

こ ともお忘れなく 。 ~ I:: '，\ir;持ち J'l'1 し品として

救急箱、 衣額、 手袋、毛布、 ヘルメ ッ トまた

防災ずきん、 f持拡 ラ ジオ 、 食品 (インスタン

トラ ーメ ンなど ) 、木、 rlf 切 り 、 ライタ一、ナ

イフ 、 懐中屯灯、 ロウ ソク、現金、通帳、印

鑑などを fll 立しましょう 。
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ご
存
知
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
等
を
退
職
し
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
を

受
給
し
て

い
る
七
十
歳
未
満
の

人
と

そ
の
家

族
は
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

.
設
当
す
る
人

次
の
三
つ
の
粂
件
に
あ
て
は
ま

る

こ

と
が
必
要
で
す

。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い

ヲ
。。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

し
な
し
。

③
老
齢
(
退
職
)
年
金
の
受
給
者
で

そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
、

ま
た
は
四
十
議
以
後
の
期
間
が

十
年
以
上
あ
る

。

-
自
己
負
担
金

①
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院
・

通
院
と
も
医
捺
費
の
二

鐙
ロ

②
扶
養
家
族

入
院
は
医
探
費
の

二
割

通
院
は
医
療
費
の

三
割

-
届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、

十
四
日
以
内
に

役
場
町
民
課
へ
年

金
証
書
、
保
険
証
、
印
か
ん
を
持

参
し
て
下
さ
い

。

は
り
・
き
ゅ
う

施
術
費
助
成
の
ご
案
内

こ
の
制
度
は
、
町
民
が
は
り

・

き
ゅ
う

の
施
術
を
受
け
た
場
合
に
、

そ
の

費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
、

町
民
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

-
受
給
資
格
者

①
施
術
を
受
け
た
臼
現
在

に
お
い

て
満
七
十
歳
以
上
に
達
し
て
い

る
方
。

②
三
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

。

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る

方
。

・
申
輔
の
方
法

重
信
町
は
り
・

き
ゅ
う
施
術
費

助
成
請
求
書
に
施
術
担
当

機
関

の
証
明
を
受
け
て
請
求
す
る

。

.
支
給
月
額

一
回
千
円
で

一
ヶ
月
五
回
が
限

度
。

-
支
給
先

申

請
者
へ
口

座
振
込

-
申
情
書
交
付
先
及
び
申
楕
先

役
場
町
民
課

舎
な
ら
間
に
合
う

第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出

国
民
年
金
は

、

日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
蔵
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
方
が
必
ず
加
入
す
る

こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す

。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
会
社
な

ど

に
勤
め
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

。

い
わ
ゆ
る

サ
ラ

リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
で
す

。

保
険

料
を
納
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
必
ず
市

町
村
役
場
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

昭
和
六
十

一
年
四
月
か
ら

実
施

さ
れ
た
制
度
で
す
が

、

今
ま
で
に

一

度
も
届
出
を
し
て
い
な
か
っ
た
方
や

何
年
も
さ
か
の
ぼ

っ
て
届
出
を
し

て
い
る
方
が
数
多
く

見
ら
れ
ま
す

。

そ
こ
で
今
回
は
、
耳
寄
り
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
、
さ

か
の
ぼ
っ

て
届
出
し
た
場
合
、
今

ま
で
は

二
年
を
超
え
た
期
間
に
つ

い
て

加
入
期
間
と
し
て
認
め

ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
七
年
四

月
か
ら

成
九
年
三
月

末
ま
で

の

二
年
間
に
市
町
村
役
場

へ
届
出
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭

和
六
十

一

年
四
月
以
降
で
第

三
号
被
保
険
者

に
該
当
し
た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
認
め
ら

れ
ま
す
。
当

然
あ
な
た

が
受
け
取
る
将
来
の
年
金
額
に
も

影
響
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
も

、

届
出
を
す

る
こ
と
で
年
金
が
増
領
さ
れ
ま
す

。

今
ま
で
に
届
出
を
し
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ

に
役
場
町
民
諜
の
国
民

年
金
窓
口
で
届
出
を
し
て
下
さ
い

。

篤

志

附

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら

金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た

。

大
北

日
野

弘
信
さ
ん

鶴
恵
さ
ん

(牛
捌
)

(上
林
)

県
庁
前
交
差
点
か
ら
松
山
市

役
所
前
交
差
点
ま
で
の
地
下
に

建
設
し
て
い
る
「
松
山
市
役
所

前
地
下
駐
車
場

(仮
称
)
」

は
平

成
十
年
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
二

月

一
日
か
ら
の
本
格
工
事
の
展

開
に
伴
い
、
工
事
区
間
内
の
車

線
数
が
減
少
し
、
交
通
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す

。

工
事
区
間
内
に
御
用
の
な
い

方
は
、
迂
回
に
ご
協
力
下
さ
い

。

規
制
箇
所

県
庁
前
交
差
点
1

松
山
市
役

所
前
交
差
点

(国
道
日
号

一

地
図
参
照
)

規
制
期
間

一
一月
一
日
i

平
成
十
年
末

(予
定
)

規
制
内
容

車
線
減
少

(四
車
線
↓

終
日

二
車
線
)

問
い
合
わ
せ
先

建
設
省
松
山
工
事
事
務
所

宮
九
七
二
1

0
0
2
一四

松
山
第

一
監
督
官
詰
所

宮
九
六
四
l

七
O
八
五

松
山
市
都
市
開
発
課

宮
九
四
八
l

六
四
六
七
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d 
始申お:
ま告ら
;が
す

平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、

二
月
十
六
日
働
か
ら
始

ま
り
ま
す

。

申
告
期
限
は
、

三
月

十
五
日
働
で
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し

な
か
っ
た
り

、

誤
っ
た
申
告
を
し

た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

も
ち
ろ
ん
、
加
算
税
や
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ

と
に

な
り
ま
す

。

{
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

固定資産税 第4期

国民健康保険税第8期

納税期限 2月 29日側

2月の納税

。 ι ‘ fp.L7 

な
い
場
合
}

次
の
よ
う
る
場
合
は
、

確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合

、

土
地
や

挫
物
を
売
っ

た
場
合
な
ど
で

、

平
成
七
年
中

の
所
得
の
合
計
額

が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

額
を
超
え
る
場
合

②
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場

合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
の
合
計
が
二
十
万
円

を
超
え
る
場
合
な
ど

{
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

確
定
申
告
を
す
る
場
合
】

次
の

う
る

場
合
は
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
、
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る

こ
と

が
あ
り
ま
す

。

①
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る

こ

と
が
で
き
る
場
合

②
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退

職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か

っ

た
た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
場
合

③
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

(給
与
所
得
者
が
年
末
調
整
で

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適
用

を
受
け
た
場
合
を
除
く

。

)

④
退
職
所
得
の
あ
る
人

が
特
別
減

税
の
適
用
を
受
け
る
場
合
な
ど

こ

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
巾

告
書
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

な
お
、

給
与
所
得
や
迫
職
所
得

以
外
の
所
得
の
合
計
が

二
十
万
円

以
下
で
あ
る
な
ど
の
た
め
、
確
定

申
告
を
す
る

必
要
の
な
い
人
で
も

、

還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定
申

告

を
す
る
場
合
に
は
、
給
与

所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
に
つ
い
て

も

併
せ
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま

せ
ん

。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か

り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、

お
気
軽
に
税
務
署
や
税
務
相
談
室

に
ご
相
談
下
さ
い

。

町県民税の申告相談
町県民税の申告書:は、平成7年 rll の所併を平成

8i-F.. 1 月 l 日 に柑住していた市JIIT村に3月 1 5 日 まで

に申告しなければなりません。

申告苦:を正し く記載していただくために、次

の日程表のとおり、職以が相談にl必じますから

受付時間内にお越し下さし、 。

なお、所得税の確定申告をされた方は、 !UJ H!

民税の申告をする必要はありません。

受付時間午前9時~午後3時

町県民税申告相談日程表
相談日 指定地区 相談会場

2月 22 日嗣 志津川

2月 23 日働 田窪北 重信町農村環境改善

2月 26 日(月) 田窪南 センター

2月 27 日(刈 見奈良

2月 28 日嗣 山之内・樋口

2月 29 日同 横河原 ]A重信町北吉井支所

3月 1 日働 西岡

3月 4 日開) 牛湖 ・牛湖団地・揺磨台
]A重信町南吉井支所

3月 5 日(刈 南野田

3月印刷 北野田
(新支所)

3月 7 日附 下林
]A重信町拝志支所 !

3月 8 日働 上林・上村

3月 11 日(月)

3月 12 日ω 予備日
重信町農村環境改善

3月 13 日嗣 (指定日に相談で

3月 14 日嗣 きなかった人)
センター

ー

3月 15 日働

一
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
一

一
人
が
い
ま
す
一

一
骨
髄。

ハ
ン
ク
に
ご
登
録
を
一

骨
髄
移
植
は
、
血
病
や

重

症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の

廊

液
難
病
忠
者
に
対
す
る

治
療
法

と

し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

移
植
を
行
う
に
は
骨
髄
提
供
者

と
忠
者
間
で
白

血
球
型
を

一
致

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
兄
弟
姉

妹
間
で
四
分
の
一
の
確
率
、
非

血
縁
者
間
で
は
五
百
人
か
ら

数

万
人
に
一
人
と

極
め
て

低
い
確

率
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す

。

こ

の
た
め
、
財
団

法
人
骨
髄

移
植
推
進
財
団
が
中
心
と
な

っ

て
、
全
国
で
当

而
十
万
人
の
骨

髄
提
供
希
望
者
確
保
を
目
標
に

広
く

国
民
に
対
し
て
募
集
連
動

を
展
開
し
て
い
ま
す

。

骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
登
録
受

付

は
、
左
記
施
設
で
実
胞
し
て
お

り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま

す
。

愛
媛
県
骨
髄
デ
l

タ
セ
ン
タ
ー

(
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
内
)

松
山
市
高
岡
町
八

O
l

一

宮
九
七
三
l
O
七
O
O

月
・
水
曜
日
開
設



日

問
い
合
わ
せ

、

申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
九
六
四
ー

四

一
七
O

ま

た
は

宮
九
六
回
l

二
O
O

一
間

内
線
三
一

・

一
一
一
一
一
一

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

引
代
の
日
本
A
f
の
食
生
活
の
小

で
、
唯

一
不
足
し
て
い
る
栄
養
実

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。

カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
甘
や
曲
を
作
り
、
梢
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
す
る
と

い
う
役
訓
を
も

っ
て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日

常

の
中
で
れ
を

付
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム

i
yて

そ
の
不
足
に
よ
っ
て

起
こ
っ
て
く

る
「

什
判
し
よ
う
拡
」
に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

引
k

川
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

申
し
込
み
先

地
区
術
生
委
員
ま
た
は

保
健
制
ま
で

時場月

問所日

午 J. ニ
Ilí] 村 JJ
卜公 J、

卜 H年以 FI
二 \ fin (ね

う〉

準
備
物

エ
プ
ロ
ン

・

タ

ッ

ハ
l

・

タ
オ

ル
・

筆
記
川
口

・

起
動
の
で
き

る
服
装

内
容

・

什
机
し
よ
う

杭
に
つ
い
て
の
町

M
年
'

A
凶
川

①
凶
問
、
山
状

、

治
械
と

，r

防

②
運
動
の
す
す
め

-

カ
ル
シ
ウ
ム
強
化
の
た
め
の
作

山
山内①

カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
く
合
ま
れ

て
い
る
食
品

・

湖
町
法

②
カ
ル
シ
ウ
ム
強
化
献
立
(

淵

聞
と
試
食
)

当

担

栄
養
上

・

保
健
制

お
と
レ
よ
り

健
康
相
厳
重

「
お
と
し
よ
り
」
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
側
別
館
山
峨

H
H
H
止弔
問

ι
b
1
言
"

時
間

場
所

料
金

日
程

※ 

必要
要 r
約 三 二 無役午
)J J J 料場 f去

~J'~ I7LJ l�. 保 二
Ij勀 H LI 催時
の(口) (J1) k',!i ¥ 
tii . 守宅 |出
し 1- 十 H年
込八九
み U 11 
が (rJ) (H) 

I立
場

包 制
九州:
ji;県
|凡I f示
|健

|凡I ~i' :. 

じ
。

リ
ハ
ビ
リ
敏
室

時対
問 問 象

キ

三._:_ ~!民 111]' 三 Ir. き:}jÀj
JJ JJ 料1:( 11寺後た れ
IJq li. 会 コ - I 小:

11 11 面下 Hキモモ
(J lJ (J lJ 

分 三 い 1 1
一一 卜 る'，t;f;

TU 分 jj2

11 11 に
(剣(俗文

日料 場
程金所

成人病予防週間 |

1 2月刊日 [
心配するより |

まず検診

市
町
村
交
通
災
害
共
済
l
、
不

幸
に
し
て
交
通
災

害
を
受
け
た

時
、
少
し
の
掛
金
で
見
舞
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す

。

車
を
逆
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
特
に
お
年
寄
り

・
子
供
を
含

め
、
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

。

O

加
入
資
格

重
信
町
に
住
民
票

(平
成
八
年

四
月

一
日
現
在
)
の
あ
る
方

た
だ
し

、

学
生
等
で
町
外
に
山
山

て
い
る
万
も
、
扶
養
義
務
者
が
加

入
す
る
場
合
は
加
入
で
き
ま
す

。

O

掛
金
額

一
般
六

O
O
円

(
昭
和
五
十
六
年
四
月
日

生
以
前
)

中

学
生
以
下

二
五
O
円

(
昭
和
五
十
六
年
四
月二
日
生
以
降
)

※
現
在
の
中
学
三
年
生
は
一
般

に
な
り
ま
す

。

O

共
済
期
間

平
成
八
年
四
日

一
日
か
ら
平
成

九
年
三
月

三
十

一
日

ま
で
の
一
年

各
組
長
さ
ん
、
ま
た
は

役
場
福

祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

O

時
効

平
成
八
年
四
月

一
一目
以
後
の
平

故
に
対
す
る
見
舞
金
の
的
求
期
限

は
、
災
害
を
受
け
た

H

の
翌
日
か

ら
二
年
以
内
で
す
。

見 舞 金 額
等級 災 :!;f の程度 金制

ﾝ"!: 亡 1 00万円 l

2 医r， 'líの治療実 日数360 1'1以上の傷害 20 万円 |

3 
180 11 以上

17 )J5千円医t，rl iの治療実 1'1 数36011 未満の協栄

96 11 以上
15)jrLJ 4 医r， r l iの i台縦'よ:1 1 敬 18011 未満のfU;';:

5 医t， rlíの i白紙{実 11 数 80 rI 以J・の1話 ;1;: 12 )J5千円
9611 未満

6 医r，ilíの治縦実 fl 放 64 日以J:ーの筋書 10万円
80 日未満

7 医師の治療実 1 1 数 48 日以Jー- の傷者 77j5千円
64 日未満

8 医師の治彼実 n 数 32 日以土-のfì)存 57JPl 
48 日未満

9 医師の治僚~n 数 16 円以上の{弘吉 3TJ円
32 円未満

10 
711 以上

l)iPI 医師の ìfì縦突 日数 16 日未満の傷害
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まざい
~~ 
、.う� '-がり

、必

ご協力あ た
‘主主空TI苦言1jIT・

し
:共同事会】|

千
成
仁
年
度
取
い
い
町
社
会
一
制
祉
協
議
会
全.
V
A
4
H
H
制
の
(
λ胞
に
あ
た
り
町
民

の
符
般
の

よ
り

一 、

O
八
一
二、
九

O
O
川

の
会
岱
を
納
め
て
い
た
だ
き
ム
ま
ぶ
し
た。

全
日

の
下
組
は
、
地
域

一制
批
の
m
進
の
た
め
作
地
阪
に
配
分
し
、
山
町
り
の
下
紺
は
、
ね
た
き
り
主
人
、

独
肘
老
人
対
策
事

業
な
ど
に

充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

背
織
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

巾犬
山
刊
を
報
中
け
し
ま
す
。

」
協
力
に

)
 
-l | 
(
 

I出 区 手fa 実総額

111 z l勾 19 , 000 

樋 11 56 , 800 

将î iI,r J長 101. 200 
寸:: � I! )11 139 , 400 ，じρ

西 同 45 , 600 

見 ゴ安 i込 85 , 300 

111 佳: 131 , 800 

IfI ;笠 間 j也 37.600 

iXIリ 70.200 

'1"' i~IJ 111 九!! 98.200 

MiJfíj今回J也 22 , 400 

回 24 , 800 

!栢 ~l; 111 33 , 800 

J仁 ~f IJl 4l. 200 

~t好布団J也 11 , 800 

tJf 十? 27 , 800 

林 46 , 400 

中本 65.600 

十.t 25 , 000 

i仁入1 1 , 083 , 900 

会費実績表
4
0成
じ
年

・
は
比
札
ハ
川
持
金
述
動
l
.
符
憾
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

日

際
制
を
述
成
す
る
こ
と
グ

で
き
ま
し
た

。

こ

の
辺
助
に
寄
せ
ら
れ
た

持
全

は
.
地
域

一M
祉
の
柄
進
や
、
村
会

一川
州
胎
施
設の
幣
備
な
ど
に
似
わ
れ

ま
す

。

別
ぷ

の
と
お
り

谷
地
区
、
職
域
、
会
れ
何
物
u
Jで
取
い
い
町の
け

線
制

一a
;

一
O
O

、

0
0
0
川
を

太
一川
に
上

川
る

三
、

三
・
八
八

、

-h
.

間
三
川

の
拡
令
い
を
お
寄
せ
い
た
だ
、
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

後

一
一m
の
ご
協
h

を
お
願
い
中

し

|

げ
す

。

,J 募金実績表
I出 区 名 3主 事長 額

UI J Aノ- 内 39 , 200 
店副 11 142 , 600 
めI'i �nr J点 202 , 000 
，J也z、 i.~ )11 272 , 300 

戸
西 問 97 , 200 
_}l fﾆ ミ 1~ 172.000 

IlJ 窪 231 , 700 

日 IJ
山 在位i 地 76.200 

'ド 法Jl 138 , 400 
fド j刈団 地 223 , 900 

~~司子F 
1ml伴内 I司15也 38 , 800 

Mi 48 , 100 

i~~ ~f 日 l 68 , 800 

金
~t !f UI 83.500 

北野 1ιì 1初出 21.200 

新 村 68 , 000 
林 107 , 600 

ード 林 134 , 500 
十 .t 50 , 000 

2, 21 6 , 000 
職域ノぐッジ-~}金 589.500 

法 人 42 金 583 , 043 
総 3 , 388 , 543 

平
成
七
年
度
歳
末
た
す
け
あ

し
巡
動
(

、

ご
協
力
に
よ
り
ん

一応
了
し
ま
し
た

。

背
儲
か
ら
脊
せ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
義
援
令
と

近

伝
川
社
会

一同
祉
協

議
会
か
ら

拠
山
し
た

三
五
O

、

O
九
O
川
と
を

あ
わ
せ
て
、
ね
た
き
り

老
人
や
社
会
福
祉
施
設
入
所
有

の
五
々

な
ど
に
お

附
り
し
ま
し
た

。

皆
掠
の
ご
一
昨
怖
と
ご
協h
に
涼
く

感
謝
し
、
そ
の

状
況
を
制
作
し
ま
す
。

)
 
-l
 l
 
(
 

地 区名 実紡・額 地 区 名 実制鮪 地 区 手う 実級制

ILJ 之内 30 , 000 回復位|地 56 , 700 北野台凶地 17 , 700 

お国 口 86 , 700 4二 十月l 105 , 600 新 村 41 , 700 

横河原 151 , 800 主|ニ j拘1 1ヨ|地 142 , 100 ー仁 林 69 , 600 

志 ii1 川 206.100 播磨台団地 32 , 400 T N、 98 , 400 

|前l 68 , 100 J: 樋 37 , 200 ー仁 中、I 37 , 500 

兄 奈良 128 , 400 南聖子日 | 50 , 700 有 ゴゴ 27 , 965 .c日

出 :注 211.300 」仁 Wf' LU 63 , 300 預金 利 子 1 , 785 
lZJ h、 1. 665 , 050 

表績実金募

)
 

-(
 

自己 分 先 {f. 富G

生活に困っている方 ・ ねたきり老人などへ 755 , 000 

長JU J に入院されている);へ 910 , 000 

福祉施設に入所さ れて いる方へ 235 , 600 

募金運動事務官 114 , 540 

メ: 入t 2 , 015 , 140 

表績実分自己



百 ιパゎ.L- ・ 10 ・
圃圃圃園田園園田SVLMëW圃圃圃圃園田園圃圃圃圃園田園田園

問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
隈

宮
九
六
四
l

一
五
O
O

附

;?P?竺費費用:哲1R fぎ尽き検J
重信町文化協会では 、 1 月 7 日 (日)町民会館で、囲

碁 ・将棋 ・俳句 ・短歌 ・ ) 11柳、それぞれの大会を開き

ました。 入賞 ・ 入選者は下記のとおりです。

持t

匂

囲

碁

A
級

一
位

二
位

三
位

B

級
一
住

二
位

三
位

C

級
一
位

二
位

三
位

選
者

玉
井
要
(
志
漕
川
)

中
矢
彰
弘
(
田
窪
)

大
西
党
(
西
岡
)

越
智
英
夫
(田
窪

)

山
内
博
(
田
窪
)

葛
原

匡
(
西
岡
)

久
保
功
二
樋
口

)

篠
原
信
義
(牛
洲

)

羽
田
智
子

(牛
淵

)

有
光
令
子
先
生

最
高
特
点
句

カ
ー
テ
ン

の
一
気
に
滑
り

初
御
空

特
選姑

の
命
日
陥
溜
り
に
若
葉
摘
む

中
小
仙
や
小
さ
き
村
の
ぷ
逸
り

手
作
り
の
商
務

九
し
小
六

H

ゆ
り
の
木
三
本
紙

日

の
空
の
碧

試
歩
の
道
悼
の
咲

く
を

み
て
似
る

短

歌

特
選

選
者

武
市
公
子
先
生

将

棋

A
級

一
位

二
位

三
位

B

級
一
位

二
位

三
位

C

級
一
位

二
位

三
位

古
森
行
雄
(
田

窪
)

上
村
修
二
横
河
原
)

近
藤
茂
樹
(
川
内
町
)

宮
崎
隆
一
二(
南
野
田
)

永
田
武
雄
(
南
野
田
)

西
島
幸
三

(
田

窪
)

湖
雅
之
(
田
窪
)

中
村
研
太
(
志
津
川
)

堀
口
清
輝

(志
津
川
)

伊
賀
つ
た
え
(
志
山
川
)

村
上
京
チ
(
牛
洲
)

八
木
英
忠

子
(
牛
洲
)

和
泉
き

し
チ
(
山
内
協
)

忠
一川
千
栄
子
(
牛
洲
)

山
木
栄
山
県
(
櫛
河
原
)

q
kけ
く
小川
の
同
ぎ
た
る
午
窓
に
泣
山
川
使
ゆき
し
追
っ
附
を

川
心ふ

け
江
消
夫
(
比

奈
・
以
)

九
卜

一
-

J
の
ほ
れ
追
ひ
て
訪
ひ
く
れ
ば
眼
鏡
も
か
け
ず
針
使
ひ
を
リ
性
的
芥
(
樋

川

)

佼
川
り

の
拍
子
木
聞
き
つ
つ
お
節
作
る
肘
に

一
つ
あ
か
り
灯
し
て
渡
部
節
枝
(
午
洲
)

H
u
qに
キ
ラ
キ
ラ
と
鯨
ふ
あ
げ
は
鶴
気
流
に
来
り
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
ゆ
架川
ワ
カ

f
(
ku注
川
)

健
や
か
に
米
か
迎
へ
て
あ
り
が
た
し
世
の
小
変
れ
ど
川
る
く
作
し
き
む
和
川
艶

f
(
樋
什
)

-EE--' 

、
.

B
'L
'
 

柳
「
親
し
い
」

「
ι
ν
』
一

、

d
J
」

「
底
」

特
選

選
者

上
岡
喜
久
子
先
生

同
じ

趣
味
持
っ

て
親
し
さ
併
に
な
り

人
並
の
並
も
い
ろ
い
ろ
親
の
欲

初
釜
の
底
に

恕
い
が
熱
く
沸
く

こ

れ
っ

ぽ
っ

ち
の
楢
で
は
見
せ
ぬ
肢
の
底

越
利
点

チ
(
川

住
)

久
我

昌
美

(
松
山
市
)

野
μ

三
代
子
(
間

窪
)

山
石
川

一
虫
(
回

復
)

7工ンパ口のタペ ; ;;1;: i:恭子jf副嶋a
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3 月 22 日働

開場 午後7時

開演 午後7時30分

会場町民会館大ホール

入場料(小学生以上)

前売 500円

600円

重信町文化協会

信町教育委員会

愛媛県文化協会

前売券は、 町民会館等で販売

しておりますので、お買い求

め下さい 。

時日

当日

催

援

主
後

略歴

東京に生まれる 。 制1U1 '字削大学 (~" 1111科卒業。

作 [1I 1 を末吉保雄、ピアノを!前iR仁子、 '1 ' 西湘 f、
チ ェンパロを鍋品J{: [ 、 布川千代イーの符氏に

師事。 1982年、ベルギ一王立モンス符楽院に

留学。 1983年、 第 7~'1 ブルー ジュ l五|際コ ンクー

ル、チェンノ fロ ・ ソロ部1"1 にて、第3f立に人'白。

ベルギ一件地でリサイタル、鉢 I15等の活動を

行なう 。 1985 1 ，ζ に州民17表{ふリサイタル、

HK-FM放送，"'， i高等、 ソリスト、 j凶必低 汗必

者として市制し ている 。 J~~ カタリナ !J:. H',UUl 
大学非常勤務Mî。

、-

チ ェンパ ロ は、ヨーロ ッパ中世に発達し宮廷楽器として も てはやされた。 ピアノ

によく似た外観を持つ鍵盤楽器であるが、弦をたたいて奮を出すピアノとは本質的

に異なり、弦を爪ではじいて音を出す。 その透明で繊細な音色にはすばらしい表
現力があ り、バ ッハをは じ めバロ ッ ク期の作曲家により多 く の曲が残されている 。

繊細で しかも音が小さいチェンパロに替わって、これらの簡の演奏には現代では

ピアノが用いられるようにな ったが、最近のバロ ッ ク音楽ブームとともに、本来
のチェンパロによる演奏が見直されている。
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| 生活書道教室 | 
内容 手紙 ・ はがきの表書き

金封 ・ のし紙などの書き方
日 時 3月 5 日伏)・ 午後1時30分
場所町民全館会議室
持参品 哲:道用具(筆は小笹)

申し込み先
電話でお申し込み下さい。
町民会館内文化協会事務ん
ft964 -1500~伶
申し込み期限 3月 1 日幽まで
参加費 無料
講師 白戸公明先
問い合わせ先 菅野

宮964 -6387
主催 書道連盟
後撮 重信町文化協会

|琴伝滞大正琴肘恥会 I
日時 3月 10 日 (日)正午~

場 所 町民会館大ホール

入場 無料

主催 大正琴部

後撮 重信町文化協'云

琴イ云流大正琴のおさらい会は、 重信町では初め

てです。 なつかしい童謡や歌謡曲のアンサンプル

で楽しい音楽会にしたいものと全員一同練習に励

んでまいりました。

皆様方のご来場ご声援を心からお待ち致してお

ります。

TTZL高$!~lÞÆ\ÍI*I
本の民話・昔ぱなしを集めました。 ち ょっ ぴり

こわい、でも夢のある、お話です。 短編ばかりで

すが迫力は満点。大人も子供も楽しめる作品です。

題名 「鬼がら」他全3本

日時 3月 2 日出 ①午後2時一 ②午後4時~
，-----.~一泊開場所町民会館大ホール

会費 無料

主催 重信町親と子の

良い映画をみる会

後撮 重信町教育委員会

ー宮町文化協会

連絡先中野ft964 -7243

佐藤宮964 -9608

|舞踊協会 春の発ゑ会
日時 第l部 3月 9 日tl)午前10時~午後3時

第2昔Il 3月 24 日(日)午前10時~午後3時30分

.帽盟主司
lU ~:ll 1 

Ll B 、

時
1 ‘ 

，・、. 

3月 23 日 ω

場所 町民会館大ホール

入場 無料

主催 舞踊協会

後援 重信町文化協会

午後2時~午後3時30分

場所町民会館

主催 重信少年少女合喝団

討言町教育委員会

入場料 無料

第rI回重信町吟剣詩舞道同好会発表会|

・・・・・・・・・・・・・・・・ 3画~・-・・m'"1
・・・・・・・・ 1411直tfl 写 tl
B If圭 ワ日'lt::口 f白

午前9時30分~

場所町民会館大ホール

入場 無料

主催 !吟実IJ詩舞道同好会

後援 重信町文化協玄

盛畳間周囲贋
何がでるか、何ができるか、みんなで作る舞台

劇。 どんな舞台か、おたのしみ。

日 時 3月 9 日仕)①午後3時~②午後6時30分~
場 所 町民会館第1 ・ 2研修室
参加費 会員制(随時入会可)

主催

重信おやこ劇場

後援

信町教育委員会

E信町文化協会

， 連絡先

事務pfrn964-7188

横井宮964 -1963

寺田宮964- 164 3
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婦

人

l込
3三

え
ひ
め
婦
人
大
会
に
参
加
し
て

い
附A
f
会
の
川
町
大
全
ブ

え
ひ
め
い
町

F

大
会
。
が
ト

一
川

二
十

一
日
、

県
民
文
化
合
町
で

三
下
名
の
参
加

の
す
む
と
開
催
さ

れ
、
孜
が
市

一
九
い川町

制
入

会
か
ら
も

一

一
-
一
ト
ヤ
引
の
全
日
以

が
参
加
し
ま
し

た
。

る

思
い
で
し
た
。

記
念
講
出
で
は
、
コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
評
論
家
、

九
山

市
路
さ

ん
が
「
川
会
い
、
ふ
れ
愛
、
感
動
/

.

1

4

f
ほ
と
な
い

人
生
だ
か
・
り
l

」

と

組
し
て
講
泌

さ
れ
ま
し

た
。

パ
フ
寸
|
マ
ン

ス
と
子
訴
を
交

え
て

心
に
し
み

る

内
作
の
あ
る

話
を
さ
れ

、
私

た
ち
に

大
き
な

感
動
を
与
え
て

く

れ
ま
し
た

。

一
刷
会
長

近
藤
品川
千
)

そ

の
川
上

、

前
日
いい
川
町
い
町
人
全

会
長
の
藤

川
的

「
さ
ん
が
長
年

の
い肺
人
全
市
助

の
功
紛
に
よ
り

「
い
肺人
全
功
労

社
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た

。

ま
た

、
他
市
町
村
の
い
町
人会
の

方
に
よ
る
研
究
先
ぷ

で
は
、
円
出

熱
心
に
前
副

さ
れ
て
い
る
様
チ
に

同
じ

財
人
全
員
と

し
て

似
の
ド
が

、'

女

性

塾

北
条
市
女
性
塾
と
受
流
会

北
粂
市
久
性
物
リ
交
流
の
依

頼
が
あ
り
、
ト

二
日
仁
川
、
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

北
粂
市

か
ら
は
、

久
性
教
一
生
、

一川
社
課
長
、
市
久
性
係
判
中l
職
以

什
ト
三
ヤ
れ
の
五
々
が
米
町
に
な
り

ま
し
た

。

北
条
山
久

性
物
の
窓
什
は
、

一川

祉
が
は
刊
所の
小
に
山
か
れ
久

性
係

の
判
中
ー
に
な
っ
て
い
る
そ

う

で
す

。

和
川
川
相
判
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
続
い
て
北
条
山
火
作
物
杉
浦

朝
長
の

御
あ
い
さ
つ
を
凶
き
.
「
市

一

一
一
七
川
町
性
的
文
化
火
性
物

の
あ
ゆ
み
」

の
資
料
を
北
に
時
代
制
長
よ
り
川
品

川
の
後
、
質
疑
応
符
に
人
り
ま
し

た
。

北
条
山
か
ら

は
、

1

.

注
常

-M
法
、
「
掠
州
に
つ
い

て

て
物
性

の
附
成
に
つ
い
て

一
、
火
性
日
開
と
久
性
会
議
の
関
わ

リ
、

k

性
会
議
の
柿
成
即
日
J

屯
伝
町
か
ら
は

、

一
、
北
粂
市
女
性
塾
生
の
蒜
集

む

法
に
つ

い
て

一
、
北
条
市

の
ゴ
ミ
川
題
に

つ
い

て

品j

等
、
必

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

。

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
は
特
に
熱

が
人
リ
発
パ
も
多
く

な
り
、
f

定

の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
な
が
ら
和

や
か
な
内
に
交
流
会
を
終
え
、
ま

た
お
会
い
す
る

こ

と
を
胤
い
つ
つ

問
会
致
し
ま
し
た

。

(
s
k性
部

一年
L

M
け
・

vA

一
一月

二
十
五
日
制

午
後
一
時
三
十
分

町
民
会
館

第
一
・

二
研
修
室

主
信
町
教
育
委
μ
会

主
信
史
談
会

講
師

高
橋
大
蔵
先

生

(
民
遮
と
美
術
同
町
会
民
)

演
題

「
西
光
寺
(
北
野
間
)の

γ
t
b
r
u
L
A
d
B
 

『‘
a

，
，

凋
l
n
u
h
」

聴
講
料

無
料

ど
な
た
で
も

聴
講
で
き
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先

ほ
火
民
俗
資
料
館

宮
九
六
四
l

一
五
O
O
刊

内
線
五
O
三

日
時

場
所

共
催

西光寺(改築前)
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第
七
回
『
人
権
を
隠
る

集
い
』
よ
り②

悪

口

南
吉
井
小
学
校
五
年

浅
山

可
奈

「
必
円
」
は
、
だ
れ
だ
っ
て

つ
い

つ
い

-託
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す

。

私
だ
っ
て
み
ん

な

に
選
ば
れ
て

副
会
長
を
や

っ

て
い
ま
す
が
、
必

日
を

え
っ

て
み
た
く

な
る
と
き
が

あ
り
ま
す

。

た
だ

一
一言
、
「
ば
か
」
と一一

一
一

同
う
だ

け
で
も
相
手
は
傷
つ
き
ま
す

。

~ 13 

そ
ん
な

こ

と
は
分
か

っ

て
い
る

け
れ
ど
、
つ
い
ム
カ

ッ

と
な

っ
て

パ

っ
て
し
ま

う

の
で
す

。

あ
だ
名
に
し
て
も
同
じ
で
す

。

日

わ
れ
た
五
は
似
つ
い
て
し
ま

い
ま
す
。

私
が
い
ち
ば
ん
よ
く
?

引

わ
れ
て
傷

つ
く
の
は

、
「
メ
ガ
ネ

ザ

ル
」
で
す

。

そ
の

- ・
2

U
葉
を
パ
わ

れ

る
と
、
い

つ
も
同
じ
こ
と
ば
か
り

考
え
て
し
ま
い
ま
す

。

「
メ
ガ
ネ
っ

て
か
け
た
ら
い

か

ん
の
か
な
あ

。

メ
ガ
ネ
を
か
け
な

h

I

t

-

-

』
・
ー
・

レ
と
叫
似
か
よ
く

見
え
な

いト
か
ら

か

け
と

る

ん
よ

。

」

ペ

っ
た
人
は
、
こ
ん
な
私

の
れ

持
ち

に
は
れ

づ
い
て
い
な
い

の
で

し

ょ
う

。

A

さ
ん
は
背
が
向
い
人

で
す
。

い
っ
し
ょ

に
歩
い
て
い

る

と

、
「
キ
リ

ン
と
メ
ガ
ネ
ザ
ル

や
」

と
パ
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

私
は
、
背
が
い
川
い
A

さ
ん
が
う

ら
や
ま
し

い
で
す
。

な

の
に
「
キ

リ
ン
」
な
ん
て

三一
一日う

人
が
い
ま
す

。

A

さ
ん
も
、
よ
け
が
お
か
っ
た
ら

い
か
ん
の
か
な
あ

。

み
ん
な
と
同

じ
じ

ゃ

な
い
と
い
け
な
い
の

。

」
と

思
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

反
対
に
、
背
の

低
い
人

は
「
チ

ピ
」
、
よ
っ

て
い
る
人
に
は
「
デ

ブ
へ
や
せ
て
い
る
人
に
は
「
ガ

リ
」
、
勉
強
が
よ
く
で
き
る
と
「

k

r
」、

で
き
な
い
と

「

パ
カ
へ
い

っ
た
い
ど

っ

ち
が
、
い
ん
で
し

L

う

か
。

相
手
の
判
徴
が
よ
く

あ
だ

名
や
必
日

に
使
わ
れ
や
す
い

の
だ

と

思
い
ま
す

。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ

の
人

の

欠
点
で
は
な
く

例
性
で
あ
る
と
思

い
ま
す

。

私
は

一
人

一
人
述
う

か

ら

こ
そ
、
人
間
は
す
ば

ら

し
い

の

だ
と
思
い
ま
す

。

そ
し
て
、
み
ん

な

が
お
瓦
い
に
認
め
介
い
助
け
令

う

こ
と
で
、
い

っ
そ
う

一
人

一
人

が
料
い
て
く

る

の
で
は
な
い
で

し

ょ

う
か

。

で
は
、
あ
だ
名
や
必
け

を
パ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

、

ν

て
っ
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ

う

。

第

一
に

、

私
は
ぷ
述

の
こ
と
を

よ

く

知
る

こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

「
い
や
だ
な
あ
」
と
思
っ

て
い
る

人

で
も
い

っ
し
ょ

に
遊
ん
で
い
る

と
、

そ

の
人
の
よ
さ
や
努
力

し

て

い
る
と
こ

ろ

が
だ
ん
だ
ん
と
比

え

て
き
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
心
が

辿
じ

A
Hえ
る
と
思

う
の

で
す
。

第

二
に
、
引

分
に
自
信
を
持

つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す

。

あ
だ
名
や
必
日

を

一
斉
って
し
ま

う

の
は
、
あ
だ
名
や
悲

什

を
一
マ
一
円
っ

て
、
相
子
が
い
や
な
顔
を
す
る

の

を
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す

。

ム
円
分
に-
H
信
が
な
い
小
官

な
気
持
ち
を
、
相
手
を
苦
し
め
る

こ

と
に
よ

っ

て
紛
ら
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

だ
れ
だ

っ
て
、

一
つ
は
得
意
外

も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す

。

そ
れ
を
内
伝
に
す
る
と
心
も
収

か
に
な
り
、

相
手
を
ば
か
に
し
た

り
傷
つ
け
た
り
す
る
よ
う
な
悪
口

は
ぺ
わ

な
く

な
る
と
思
い
ま
す

。

で
も
、
つ

い
パ

っ

て
し
ま

っ
た

ら

、
利
下

の
れ
持
ち
を
よ
く

与
え

て
心
か
ら

あ
や
ま
る

こ

と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す

。

そ
う
す
れ

ば
、

州
五
と
も
心
が
す
っ
き
り

し

て
、

今
ま
で
以
上
に
仲

の
よ
い
友
達
に

な
れ
る

で
し
ょ

う
。

払
は

、

こ
れ
か
ら

あ
だ
れ
や
必

け
を
パ
わ

な

い
よ
う
に
し
よ

う

と

U

い
ま
す

。

ま
た
、
パ

っ
て
い

る

人
が
い
た
ら

止
め
ら

れ
る
'
日
分
に

な
リ
た
い
と
思
い
ま
す

Q

g
H

は
、

?

川
っ

た
む
J
U
--

e

H
わ
れ

た
む
も
心
が
深
く

傷
つ

く
も
の
で

す
o

U
近

、

一
時
の
感
情
で
忠
川

を
パ

っ

た
こ
と
か
ら
、
い

じ

め
に

な
っ
て
し
ま

う

と
い

う

ぷ
を
聞
き

ま
し
た
。

学
級
会
や
川
ん
世
会
でも

こ
の
川

.

也
に
つ
い
て
点
剣
に
話
し

合
い
、
み
ん
な
が
仲
ょ

く

で
き
る

楽
し
い
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す

。

図
書
館
三
階
巳

静
か
で
暖
か
く

思
い
を
め
ぐ
ら
す
空
間
ガ
・
.. 

第
一
展
示
室
・

企
画
展

「
戦
争
・
重
信
の
人
々
は
:
・
」

「
も
う

一
度
見
に
米
ま
す
」

コ
慌
が
出
て
困
り
ま
し
た
」

中

に
は
手
を
合
わ
せ
る
方
も

。

梓
い
・
万
の
訪
れ
が
多
く
あ
る

と
う
れ
し
い
の
で
す
が

:

。

一
一月
末
ま
で

。

第
二
展
示
室
・

市
設
展

「
掘
り
耕
し
た
農
具
た
ち
」

「

人
・
物
・
水
を
運
ん
だ
道
具

た
ち
」

を
ま
と
め
て
展
示

。

な
に
さ
ま
大
き
な
も
の
ば
か

り
で
す
が
、
小
で
も
「
し
ゅ
ら
」

と
文
政
十
年
ご
八

二
七
)
の

「
木
馳
」
は
、
歴
民
が
誇
れ
る

資
料

。

ロ
ビ
1

・

企
画
展

「
し
げ
の
ぶ
冬
物
語
」

寒
い
冬
を
暖
か
く

過
ご
す
生

活
の
知
恵
の
集
ま
り

。
二
月
末

ま
で
。

そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
輿
な
る
三

つ
の
展
示
で
す

。

打ちくわ



百 ι‘すれミ: ・ 14 ・

平
成
8
年
度
め
転
作
に
つ
いU
マ
(
お
願
いU
)

こ
の
度
、
愛
媛
県
か
平
成

j

年
度
の
転
作
目
標
面
積
の
配
分
が

ゑ
u
n，
宇
品1
レ
れ
~。

258.2ha 

230.1 ha 

28.1 ha 

12.2% 

平成8年度
転作目標面積

差引

増加率

平成7 年度
転作 目標面積

愛
媛
県
の
増
加
率
目

・
1
%
は

下
回
っ
た
も
の
の
厳
し
い
数
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
七
年
度
ま
で
は
、

O

高
速
道
路
の
用

地
買
収
に
よ
る

か
い
廃
約
五
十
回

O

拝
志
地
区
の
は
場
整
備

約
十
凶

カ
転
作
面
積
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
た
た
め
、
重
信
町
全
体
の
転
作

率
を
幻
%
程
度
抑
さ
え
る

こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
今
回
「
新
生

産

調
整
推
進
対
策
」
と
い
う
新
し
い

制
度
が
発
足
し
た
こ
と
、
ま
た
、

拝
志
地
区
の
ほ
場
整
備
が
ほ
と
ん

ど
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成

八
年
度
か
ら

は
、
転
作
目
標
を
全

て

一
般
的
な
転
作
で
補
う
必
.
裂
が

あ
り
ま
す

。

詳
し
い
数
値
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
日
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
が
、

耕

作
面
積
の
三
分
の
一
程
度
の
転
作

が
必
要
と
な
り
ま
す

。

皆
様
に
は

大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

、-

特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

国
で
は

、

戦
没
者
の
遺
族
に
対
し

、

弔
慰
の
意
を

表
す
た
め
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
い
た
し
ま
す

。

一
支

給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者

一
人

に
つ
い
て
、
額
面
四
十
万
円
の
同

情
で
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら

平
成
十
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ

た
っ

て
毎
年
四
万
円
ず
つ
償
還
さ

れ
ま
す

。

二
支
給
の
条
件

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
(
昭
和
六

年
九
月
十
八
円
)
以
後

の
戦
没
者

等
の
造
族
の
方
で
す
が
、
平
成
ヒ

年
四
日

一
日
現
在
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す

。

三
支

給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次

に
記
載
さ
れ
た
泣
肢
の
う
ち
、
次

の
順
序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先

の
方
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

。

山
平
成
七
年
四
月

一
日
ま
で
に

弔
慰
金
(
泣
族
国
庫
債
券
)
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

ω

戦
没
者
等
の
子

。

ω

戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
た
父
母

、

孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
(
婚
刷
、
費
千
株
組
に

り
平
成
七
年
四
日

一
日
に
氏
が
変

わ
っ

て
い
る
方
を
除
く

。

)

同

ω
以
外
の
父
母
、
孫

、

祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

。

ω

山
か
ら
凶
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
(
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で

引
き
続
い
て

一
年
以
上
宅
計
を
と

も
に
し
て
い
た
方

。

)

四

請
求
の
期
限

請
求
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

そ
れ
ま
で
に
請

求
し
な
い
と
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
謀
ま
た
は

愛
媛
県
県
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課
撮
護
恩
給
係
官

九
四

一
ー

二

一
一
一
(
内
線
二
五
三
六
)
ま
で
お

問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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一
月
十
日
、
「
川
番
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、
松
山
東
署
管

内

の
お
ま
わ
り
さ
ん
が
持
志

小
学
校
を
訪
ね
、
川
番
の
か

け
方
、
ま
た
、
交
通
事
故
の

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

川
番
に
は
い
た
ず
ら
屯
話

は
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、

子

供
の
事
故
で

一
番
多
い
「
飛

び
出
し
」
に
つ
い
て
は
、
止

ま
る

・

兄
る

-

A
n図
を
す
る

等
の
注
意
を
う
け
ま
し
た

。

1

月
刊
日
は
1
1
0

番
の
日

冬
休
み
明
け
の
一
月
九
日
、
南

吉
井
小
学
校
の
児
童
が
、
重
信
川

げ
の
河
原
な
ど
で
、
恒
例
の
た
こ

上

，
}
げ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
。

冬
休
み
に
自
分
で
作
り
上
げ
た

'
』服
が
上
手
く
上
が
る
か
ど
う
か
初

ι
他
県
火
。

L
』
生
時

場
'

し
か
し
、
こ
の
日
は
あ
い
に
く

の
強
風
の
た
め
、
凧
を
上
げ
る
の

に
悪
戦
苦
闘
。

そ
れ
で
も
、
風
に
乗
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
凧
が
元
気
に
大
空
に
舞
い

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

重
信
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式

カ
一
月
十
二
日
、
山
之
内
の
現
地
で

行
わ
れ
ま
し
た

。

現
在
の
施
設
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

地
元
の
協
力
を
得
て
隣
接
地
に
新
た

に
設
置
す
る
も
の
で
、

一平
成
九
年
三

月
に
完
成
し
、
四
月
か

ら

稼
動
す
る

f

定
で
す

。

施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
千

三
百
四
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
処

理
能
力
は
ニ
ト

二
ト
ン
と
な
り
、
大

気
汚
染
、
臭
気
、
騒
音
と
い

っ
た
環

境
問
題
に
も
充
分
な
対
策
が
施
さ
れ

て
い
ま
す

。

工
事
政
は
、

敷
地
造
成
費

等
を
合
わ
せ
、

八
億
四
千
六

百
万
円
で
す

。

清掃センター11.工事績手

今
年
の

健
康

と
幸
福
を
祈
る
小
正
月

の
火
祭
行
事

・

ど
ん
ど
焼
き

が
一
月
十
五
日
、
凶
窪
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

竹
と
わ
ら
で
ど
ん
ど
を
作
り
、

に

各
家
庭
か
ら
持
ち
寄

っ
た
し
め
飾

←気

り
や
古
神
礼
を
入
れ
、
お
払
い
を

一冗

し
た
後
、
火
が
放
た
れ
ま
し
た

。

乞

参
加
者
に
は
、
残
り
火
で
お
も

年

ち
を
や
き
、
区
の
方
達
に
よ
り
ぜ

ふ
ブ

ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た

。

こ
の
ど
ん
ど
焼
き
、
新
春
行
事

と
し
て
定
着
し
た
よ
う
で
す

。

(
表
紙
写
其
関
連

4
月
老
人
ホ
l

ム

オ
ー
プ
ン

今
年
の
山
月
、

北
野
山
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す

。
た
だ
今
、
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

。

間
い
A
nわ
せ

・

中
し

込
み
先

役
場
福
祉
課

宮
九
六
回
l

ニ
O
O

一
附

母〆富鴻~借軍砂飽~砂軍島官貯留!r.XYOl

日
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
俳

す
る
次
の
よ
う
な
施
設
が
附
設
さ

れ
ま
す

。

O

特
別
養
護
主
人
ホ
!
ム

O

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期
入

所
)
施
設

O

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

O

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

O

ケ
ア
ハ
ウ
ス

広報の早期配付にご協力下さい。

松
山
広
織
都
市
計
画
用
途
地
媛

の
決
定
(
案
)
の
縦
覧
に
つ
い
て

松
山
広
域
都
市
計
画
の
新
し
レ

用
途
地
域
の
決
定
(
案
)
の
縦
覧
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す

。

縦
覧
期
間

一
一
月
二
十
七
日
閃
1

三
月
十
二
日

ω

縦
覧
場
所

愛
媛
県
土
木
部
都
市
局

都
市
計
画
謀

宮
九
四
一
i

ニ
九
四
七

役
場
建
設
課

宮
九
六
回
l

二
O
O

一

<v.xv.泡〆ÕXYiか唱泡〆ÕXYi泡~島宮島唱か'õ)



そ(!地到~ る:~同
日 (1起) n 可lJ: 1', l昨 N\I tJ，'j 所

l(翁 病気別健康教室⑤ 13:30 - 15 : 0。 町民会(fl~'

2l:l:J 

3 (日) 当番医 山本内科 川内町北方 ft966-2066 

おとしより色llUt相談室(要γ-約 ) 14:00-16:0。 役場保健Mf.:
.j (11) ーーー・ 4・・. . .- ・・・- - -ーー司 ・ ---_ーー_- - _ ー‘ー ・ ー ・ - -・・・ -----

リハビリ教宅 13:30-15:30 町民会館

5 (刈

6 (羽 健康づくり料理議育会「カルシウム食J 10 : 00 -1 2 ・ 30 上村公民館

7 (ね 病気月IJ 健Llt教室⑥ 13:30-15:00 町民 会 館

8 樹

9 出

不燃物回収臼
lO(日) --ー司酔 骨曹咽咽炉喝，ーーーーーーーー -ーー ーーー・ ・ー- ーー・...... - ー- -ーー - ーーーーーー ---- -._------

当番医西本整形外科 重信町田窪宮964ー 1611

1 1(月)

1 2 (刈

13(初

14 (村 行政心配ごと相談所 13:00-15:00 役場1新第 l 全議室

15幽

16(:1:) 重信中学校卒業式

17(日) 当番医 中川病院 松山市南梅本町宮976-7811

おとしより健康相談宅 (~ 予約) 14 :00-16:00 役場保健婦宅
1 8(月) -- ー咽ト - --司 -- --ー ー ーーー ー ・ - - -- ・ ー ーーー ・ ・ -・ー --. ------- .司.-

病気))IJ 健康教室⑦ 13:30-15:00 111]" 民 会館

19(刈

祝日のためごみ収集休みます。 23 日 凶に出して下さい。
20~村 ー..-- -- - - - --ー .. ...... .. ー ・， ーー・ ・・ ーー ー ------ ..- -- - ....・ ・ー ー ー ーー・ー.... .. ..ーーー- -・ ・w

当番医岸本医院 川内町北方 ft966-5670

i才6 ヵ FI 児飽lat診ff
町民会館21付4 13:3(ト Ino

( H 6年7H ・ 8 J I 生まれの者)

リハビリ教室 13:30-15:30 1111 民会fiÎ\
22幽 ー・ ・ーー----ーー-ーー' ー ー -- - . -- -- ・・・・ ー・ ーー ---<・ー ・ ・ ー ー ー・ ー・ー・

町立幼稚l司修了式

23出

24(日) 当番医 藤石病院 重信町志、逮川 宮964-1234

不燃物回収 FI
司伊 噌- ---- ----ーーーー ・・ ・・ーーーー_.・・・ 4 ・・ ・ ・・ ・ ・ ， 噌. ........ .. ...... ......ーーー ーー ー・・・・・ーー

25(/1) 世j! 1者相談(作地区)27 11 (1<)まで
・ーーー - - - - -_ .- --・ ・ ・ ・ー_ -- - -晶晶E 晶--- _-- .-- - -ー 齢 合- --司 ・ー ・ ・・ー ー - ---- ，

各小学校卒業式 ・修了式 ・ 重信中修了式

26(刈

27(杓

粗大ごみ回収日(横河原地区は27 11 にお出 し下さい)
ーーー・F 相ー ー ーーー---ー---ー----ー - -- ー---・ ・・ ー-----・........ .... .. 司 勾ーーーーーーー ・ ，句

心配ごと相談所 1 3 : 00- 1 5 目 。。 役J~~陥第 l全議主
28嗣 - - - _ --- 由 自・ー - ----- - ー. ー ー . 

乳児色ll l，R診?で
13:30-14:30 町民会断

(H7iド5 FJ ・ 8J l ・ II rJ' 1: まれの 者)

29働

30(:1:) 

3l(日) 当番医 増田整形外科 松山市南梅本町宮970-2020

16 

)~ぷ'1".両横1-.比 ~t ぷ志航ド 住 !
メ'"モ、五 ・Ut プ矢 野;I! ;jt 河
i込 川 i目IJ 1品J Ií，l 林良 111 川川 JJ'i-林 所

"I^ ノドF. fLli 作林公述今愉 fJt ft f呆 l
|品! 日 1 J� i皮 Ul Z太 111 的行Î. Jf' f(, 
II{{ ~'L u'{英 一 i行 ， ..J 栄処 護

- ,;J i卓 也 作 aι β1; ， ;J 聡史 一 次 者

隆よ紗?怜Il聡 1 11il t ftí ; 反 2 t笠 ! 賢;・ li_ " 級 ! 火-< 出
盆三

也~ .f.J~ .! 司 ー美λ紀 ‘ 1:[. 内 太 '. (Ë, i太'. fti ! 弘和t !厄

1 1 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 生
年月

4 1 30 29 28 28 26 25 25 24 24 23 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓

~t 繊山縦樋北 IJI 樋川 ド ~t 住
好 i"T 之 i"J Iff 町-
日 1 J以内 }j~[ 11 IJ 1 {乍 1-' 花林 RI 所

人-村 ii時近凶 給 lT一 利ll l 兵越 i:-
氏

'1'(-1'. JI : 総'!'T- 1 1-1 本車」ti utiPJ 兄
ぷ - 3 良ケ 徳山武
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募集人員

保母若

応募資格

l昭和45年4 月 2 日以後に生まれた方で学歴

は問いません。

試験日

平成8ij: 3月上旬

試験科目

一般救護、作文

而接

受験手続

平成8~三 2 月 28 日 までに属歴書(写.其貼付)

と 健康診断書 (胸部X線撒影による診断:必

要)を総務諜へ提出して下さい。

fi64 - 2001附)役場総務諜

1!!!179 J-02 重信町大字志津川972:JIF J色 合(089)部4-2001(代表) 印刷

名

(問い合わせ先

企画商工諜編集県温泉郡亙信IiIT;n; ~Ë1T 
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